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研究成果の概要（和文）：本研究より得られた主な成果として，1）ネパール国カトマンズ盆地

における微動観測による地震時地盤の応答解析と 2）中央ネパール低ヒマラヤ地域における地

すべりマッピングとハザード解析が挙げられる．また，研究期間中に 3 回のセミナーを通して

ヒマラヤン地域を代表するネパール国の小中学校における防災教育の展開について様々な議論

を行い，昨年 5 月にネパール政府文部省と教育局との会談を実施し，今後ネパールの小中学校

における防災教育のカリキュラム化と学校を中心とした地域社会における防災教育の展開につ

いて十分に認識されてきました．防災教育と地域協力に関しても，ヒマラヤ地域を代表する南

アジア地域協力連合(SAARC)を通して活動展開する目的で，各国の防災研究者や関係機関，特

に SAARC 防災センター(SDMC)との連携も進めており，近い将来豪雨や地震等による自然災

害に対する共同研究活動や防災教育の実施が期待できる． 
 
研究成果の概要（英文）：Two major research achievements through this project are: 1) a detailed study 
of ground response analysis in Kathmandu Valley of Nepal using microtremor survey and 2) landslide 
mapping and hazard assessment in Lesser Himalayan mountains of central Nepal. Additionally, in the 
three years of research period, initiatives have been taken towards adopting school disaster education in 
Primary and Secondary schools of Nepal along with organization of regular professional meetings to 
discuss various aspects of disaster management through school disaster education. Moreover, a network 
of disaster professionals and policy makers not only in Nepal but also in the South Asian nations through 
the SAARC (South Asian Association for Regional Cooperation) Disaster Management Center (SDMC) 
is in building process, which can be expected to integrate the disaster management issues, particularly in 
the field of rainfall- and earthquake-induced disasters in the whole Himalayan Region. 
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１．研究開始当初の背景 
ヒマラヤ水系は世界で最も激しい造山帯

に位置しており、そのため急峻な地形からな
っている。また、近年の人口増加による過放
牧と過伐採、それとゲリラ活動の激化などに
より森林が荒廃したこともあり、大規模な
水・土砂災害に見舞われている。さらに、イ
ンドプレートの潜り込みに起因する大規模
地震災害も後を絶たない。このように気象災
害、地震災害と世界でも第１級の自然災害多
発地である。しかし、ヒマラヤ水系をフィー
ルドとした組織的な自然災害研究は遅れて
いるのが現状である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、ヒマラヤ水系の代表としてネ

パール国と周辺国のインドやバングラデッ
シュを対象に、ヒマラヤからインド洋に至る
流域一帯の大規模な水・土砂災害や数年内に
も発生が予想されている大規模地震災害な
どを対象に総合防災研究に取り組むととも
に、ネパール国の小中学生を対象に組織的な
防災教育の展開を検討した。 

総合防災研究では、ヒマラヤ水系をフィー
ルドにした世界最先端の自然災害研究を行
うと共に、ヒマラヤ水系の自然災害研究を中
心軸に据えた世界的な研究者ネットワーク
を構築する。特に、ヒマラヤ山系での森林伐
採と地すべり・土石流の激化に伴う生産土砂
量の増加、さらに下流域での河床上昇に伴う
洪水水害の激化に関して上下流一帯の一連
の水土砂災害研究を行った。また、財政力の
乏しい発展途上国にあって小中校における
防災教育の実施は防災の切り札になる。防災
教育を組織的かつ持続的、自立的に実行する
方策の確立は急務の課題であり、本研究では、
この課題に戦略的に取組んだ。 
 
３．研究の方法 
ネパールと周辺国の現地調査並びにその

データを用いての各種の内業により下記の
研究を実施した。 
・ネパールヒマラヤ地域の土砂災害関係の

現地調査、資料収集、資料解析 
・ヒマラヤ流域河川の水循環解析のための

必要データ収集(森林状況、降雨状況、河川流
量など） 
・カトマンズ盆地の電子地盤図作成（常時

微動観測、土の動的性質把握）(地盤情報活用
協議会を通して300本を超えるボーリング柱
状図により作成、カトマンズ盆地の水資源賦
存量解析にも水理地盤図を使用) 
・カトマンズ盆地での地震加速度波形観測

開始（市内数カ所での地震加速度波形の観測
を通して、地震動解析の妥当性検討の基礎資
料） 
・ネパールの防災教育の実情調査（政府機

関と大学からの情報収集、アンケート調査に
よる実態把握） 

・ネパールの国家防災計画の内容検討 
 
４．研究成果 
 本研究より得られた成果および研究期間
中に実施した主な活動を以下にまとめる． 
・ネパールヒマラヤ中央部における地すべり
ハザード：中央ネパールの主要国道ネットワ
ーク地域の約 15,000km2 における大規模地す
べりハザード解析を行い（下図），ネパール
のインフラ整備への影響について分析した．
この解析より得られた成果を国内外に発表
し、数本の論文にまとめている。 

 
 
・ネパールカトマンズ盆地における地盤情報
データベースの構築：直下型地震の恐れが高
く，それによる人的・資産的被害が圧倒的に
多くとされているカトマンズ盆地の地盤に
対して，今までの各種地盤調査事業よりまと
められていた柱状図などを収集し，カトマン
ズ盆地地盤情報データベースの構築を行っ
た（下図）．特に，地層の把握や地盤の状況，
または土質パラメータを把握するに適して
いる．このデータベースを用いて将来カトマ
ンズ盆地における地震働解析が期待される．
また、構築した地盤情報データベースに基づ
く研究発表を国内外で数回行った。 

 

 
・ネパールカトマンズ盆地における微動観測
による地震時地盤の応答解析：カトマンズ盆
地の密集地に対して約 1km メッシュで計 176
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地点（約155km2）における微動観測を実施し，
簡易的地震時地盤の応答解析を行い，カトマ
ンズ盆地における地盤の固有周期による地
震ハザードマップを作成した（下図）．これ
は，この地域における初めての試みであり，
今後の地震防災に大いに役立つことが期待
される．また、本内容に関する３本の論文を
評価の高い雑誌に記載されている。 

 
 
・カトマンズ盆地における地震加速度計の設
置：近い将来大型地震に襲われる可能性が高
いネパール・カトマンズ盆地において，正確
に被害想定を行うためにカトマンズ盆地の
各地に地震加速度計を設置し，地盤の揺れや
振幅の増大パターンを把握する目的で，計 3
箇所に地震加速度計を設置した（ネパール工
科大学内（下図），NSET 敷地内，トリブバン
大学工学校内）．今後，これらの加速度計に
よる記録データを監視・解析し，カトマンズ
盆地の地震防災活動に役立たせることが重
要である． 

 
 
・ネパールの小中学校における防災教育の展
開検討：過去 4～5 年間ネパールの小中学校
における防災教育の展開について様々な活
動・会合を行ってきましたが，昨年 5月にネ
パール国文部省と教育局との会談を実施し，
ネパール国防災教育計画や小中学校におけ
る防災教育のカリキュラム化などについて
議論し、今後ネパールにおいて政府を中心と
した防災教育の展開の重要性について具体
的に進めてきた． 

 

 
・ヒマラヤ地域における防災教育戦略・ネッ
トワーク形成：防災教育の組織的導入や防災
研究の推進にはネットワーク形成が重要で
あり、ネパール国内だけではなく、ヒマラヤ
地域を代表する地域協力連合の SAARC（南ア
ジア地域協力連合）を通して関係者のネット
ワークを形成する目的で、昨年 11 月にイン
ド・ニューデリーにある SAARC 防災センター
（SDMC）を訪れ（下図）、共同研究や共同防
災活動について会合した。その結果、今後愛
媛大学と SDMC 間組織的連携を始めるととも
に、南アジア地域における防災研究と防災教
育の実施する計画を立てることにしている。
これより、ヒマラヤ地域の各国における活動
が活発的に動くことが期待できる。 
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